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技術開発の背景と目的
　入院生活をおくる患者にとって病室は日常生活の場であり，室内環境を整え，自宅にいるような療養環境を確保することが求められている。良質
な睡眠を得られることで目が覚めにくくなり，夜間のベッド乗降やトイレの回数が減少する。これにより転倒による怪我のリスク軽減が期待される。
一方，医療施設にとっては，患者が怪我するリスク軽減に加えて，夜間の呼出コールが減ることで医療スタッフの業務負荷が軽減される。本技術開発
は，病室の睡眠環境を向上することにより，患者に良質な睡眠をもたらすとともに，医療スタッフの就労環境の改善を実現することを目的とする。

技術開発の成果と活用
　「NEM-AMORE」は，センサで得た「患者の体の状態」と「病室内の音・光・熱環境の情報」を統合し，自動且つ無意識に1 日の生体リズム
を整えることで，入院患者の睡眠環境を最適化する技術である。考案した睡眠環境制御アルゴリズムは，患者の入眠を検知し眠りの状態を測る
“生体センサ”の情報と，病室内の温湿度・騒音・照度を測定する“環境センサ”の情報を統合し，患者の起床から就寝までの一日の生活リズ
ムに合わせた室内環境をつくるプログラムである。この睡眠環境制御アルゴリズムと，睡眠環境向上エビデンスに基づき，患者に意識させるこ
となく病室内の環境を制御することで，睡眠に与える影響力の大きい「温熱」・「音」・「光」環境が自動で最適化され，入院する患者個々の睡
眠の質が向上する。本技術の一部は，あけぼの病院，座間総合病院，西能病院ほかに導入された。

開発方法
　東北大学尾崎章子教授と共同で実施した，病室内の環境と患者の睡眠との関係の実態調査1）を経て，東京睡眠医学センター長遠藤拓郎医
師の監修のもと実施した被験者実験2）に基づき，音・光・温熱環境に関する睡眠環境向上技術を確立した。それらの技術と併せて，生体セン
サ・環境センサおよび制御ロジックを組み込んだ体感型実験室「インフィル知能空間」をNECネッツエスアイの協力のもと，当社技術研究所内
に2017年4月に開設した。この実験室にて，人の状態に合わせて室内環境を判断し制御する「NEM-AMORE」の開発を進め，2020年にメディ
カルコンソール廻りのパッケージ化と制御システムの改良を実施，多床室における個別環境制御にも対応可能な汎用タブレット端末での操作イ
ンターフェイスを実装するとともに，工期短縮や保守容易性を考慮した施工方法の合理化を進めた。
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